


○授業の１単位時間

【小学校学習指導要領 総則第１章第４】

３ 各教科等のそれぞれの授業の１単位時間は、各学校において、各教科等の年間授業時

数を確保しつつ、児童の発達段階及び各教科等や学習活動の特質を考慮して適切に定め

るものとする。

○年間授業週数

【小学校学習指導要領 総則 第４の１】

、 、 （ 「 」 。 、１ 各教科 道徳 特別活動及び総合的な学習の時間 以下 各教科等 という ただし

、 （ 。） 。）１及び３において 特別活動については学級活動 学校給食に係るものを除く に限る

の授業は、年間35週（第１学年については34週）以上にわたって行うよう計画し、週当

たりの授業時数が児童の負担過重にならないようにするものとする。ただし、各教科等

や学習活動の特質に応じ効果的な場合には、これらの授業を特定の期間に行うことがで

きる。なお、給食、休憩などの時間については、学校において工夫を加え、適切に定め

るものとする。

【小学校学習指導要領 総則 第４の２】

２ 特別活動の授業のうち、児童会活動、クラブ活動及び学校行事については、それらの

内容に応じ、年間、学期ごと、月ごとなどに適切な授業時数を充てるものとする。

○年間授業日数

【学校教育法施行令】

公立の学校（大学を除く ）の学期及び夏季、冬季、学年末、農繁期等における第２９条 。

休業日は、当該学校を設置する市町村又は都道府県の教育委員会が定める。

【学校教育法施行規則】

公立小学校における休業日は、次のとおりとする。ただし、第３号に掲げる日第４７条

を除き、特別の必要がある場合は、この限りでない。

一 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する日

二 日曜日及び土曜日

三 学校教育法施行令第29条の規定により教育委員会が定める日

私立小学校における学期及び休業日は、当該学校の学則で定める。第４７条の２

※ なお、各教育委員会の学校管理規則等で休業日の設定権限を学校長に委ね、各学校が学期の区分及び休業日設定

をしている例もある。


